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新潟県聖籠町議会

激論  屋内遊び場設計業務委託料
　　　聖籠町モルック体験練習会の声
一般質問 町政を問う

（P.２）

（P.５）

（Ｐ.６）
無料アプリで議会だよりが手軽
に閲覧できるようになりました。

ios

Andoroid

大きく育て 夏野菜！
（猛暑にめげず散水作業）



議
員
　
今
年
度
は
業
務
が
委

託
さ
れ
て
進
ん
で
い
く
こ
と

と
思
う
が
、
今
後
の
進
み
具

合
を
教
え
て
ほ
し
い
。

町
長
　
今
回
の
補
正
予
算
で

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
基
本

設
計
、
実
施
設
計
の
予
算
を

提
案
す
る
。
議
決
を
い
た
だ

け
れ
ば
早
速
対
応
に
入
り
た

い
。
令
和
８
年
度
の
予
算
で

改
修
工
事
を
実
施
し
、
令
和

９
年
度
の
早
い
段
階
で
、

オ
ー
プ
ン
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

補 正 額項目 主 な 内 容 総　額

4776万円

一

般

会

計

歳
　
入

歳
　
出

88億
4661万円

　
冬
期
間
の
降
雪
や
、
猛
暑

な
ど
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
な
く
利
用
で
き
る
屋
内
遊

び
場
を
求
め
る
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
、
３
年
を
超
え
る
検

討
を
重
ね
、
よ
う
や
く
設
計

に
着
手
と
な
る
。

主
な
質
疑

A

補正
予算

Q

屋内遊び場
設計業務委託料
2865万5千円

８
年
工
事
実
施
、

９
年
オ
ー
プ
ン

799万円

-656万円

296万円

4171万円

799万円

144万円

2865万円

157万円

新潟県農林水産業総合振興事業補助金

学校施設環境改善交付金

地域少子化対策重点推進補助金

繰越金

農林水産振興事業費補助金

アルビレッジ活性化推進協議会負担金

屋内遊び場設計業務委託料

予防接種扶助費

３年を超えて
　検討を重ねた
「屋内遊び場整備」

今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

費用対効果に
見合うよう！

心して着手せよ！！

「屋内遊び場」として改修を予定
する蓮野地区多目的屋内運動場

　特
定
親
族
特
別
控
除
の
創

設
等
の
国
の
法
律
改
正
に
伴

う
条
例
改
正
。

議
員
　
特
定
親
族
特
別
控
除

は
、
親
族
が
受
け
ら
れ
る
控

除
の
額
が
、
段
階
的
に
減
額

さ
れ
る
仕
組
み
の
よ
う
だ
が
、

そ
の
内
容
は
。

課
長
　
今
ま
で
は
特
定
扶
養

控
除
と
い
う
制
度
で
、
19
歳

か
ら
22
歳
ま
で
の
学
生
を
扶

養
に
つ
け
る
と
ア
ル
バ
イ
ト

収
入
が
１
０
３
万
円
を
上
限

に
所
得
税
63
万
円
、
住
民
税

45
万
円
の
控
除
が
受
け
ら
れ

た
。

　
今
回
の
法
改
正
に
よ
り
、

上
限
が
１
２
３
万
円
に
拡
大

さ
れ
、
新
制
度
に
よ
り
１
５

０
万
円
ま
で
は
こ
れ
ま
で
と

同
額
の
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
ア
ル

バ
イ
ト
収
入
が
１
５
０
万
円

を
超
え
て
も
、
収
入
額
が
１

６
５
万
円
の
場
合
で
41
万
円
、

１
７
０
万
円
の
場
合
で
31
万

円
と
徐
々
に
減
額
さ
れ
、
１

８
８
万
円
ま
で
は
控
除
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

６月議会
定例会

　令和７年６月議会は６月11日から17日までの７日間の会
期で開催しました。一般質問では10人の議員が町政を質し
ました。
　議案では、条例の一部改正が８件、財産取得が１件、一般
会計補正予算、国保・介護・上下水道の５件が提案され、す
べて原案のとおり可決しました。

条
例
改
正

屋内遊び場設計業務委託料の討論

議員
議員
議員

反対討論３人 賛成討論６人
町民も遊び場を望んで
いる。十分検討してきた
と思う。早期に実現すべ
きだ。

宮沢 さやか 議員

髙崎 美由貴 議員

天候に左右されない施
設を要望している。子育
てに必要だ。

子どもが安心して遊べ
る場所は必要不可欠だ。

青木　順 議員

田中 智之 議員

長谷川 六男 議員

激論！ 補正予算
の中で

斎藤　豊 議員

遊び場の必要性は理解
する。町民の暮らしを安
定させるべきだ。

建設は反対しないが、
蓮野に建てると説明し、
再度アンケートをとるべ
き。

建設に反対はしないが、
総事業費約７億円も
使って造るのか再検討
すべきでは。

中村
栗原
手嶋

恵美子
博久
満

23

定
例
会
概
要

補
正
予
算

表
決
結
果
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ile

・
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一
般
質
問
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

定
例
会
概
要

補
正
予
算

表
決
結
果

Sm
ile

・
臨
時
会

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト



　
一
般
会
計
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
４
８
５
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を

87
億
９
８
８
５
万
円
と
定
め

る
補
正
予
算
を
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

◎
税
金
に
関
す
る
法
律
が
改

正
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
に
伴

い
町
の
税
条
例
等
を
改
正
す

る
た
め
の
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。

◎
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
学

習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
入
れ
替

え
の
た
め
、
契
約
に
関
す
る

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
補
正
予
算
で
は
、
農
林
水

産
事
業
に
対
し
県
単
補
助
事

業
の
金
額
変
更
や
、
町
補
助

事
業
の
増
額
補
正
が
あ
り
ま

し
た
。

　ま
た
、
育
英
生
貸
付
金
の

申
請
が
当
初
見
込
み
よ
り
多

く
な
っ
た
た
め
、
増
額
補
正

が
あ
り
ま
し
た
。

◎
災
害
に
備
え
ト
イ
レ
ト

レ
ー
ラ
ー
を
取
得
す
る
た
め
、

契
約
に
関
す
る
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。

　今
回
購
入
予
定
の
、
水
洗

式
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
に
関

し
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

議
員
　
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸

入
品
と
聞
い
た
が
、
故
障
等

の
場
合
は
日
本
製
品
と
違
い
、

部
品
の
納
入
な
ど
が
遅
れ
る

と
思
う
が
、
日
本
製
品
で
入

札
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

課
長
　
移
動
性
や
予
算
等
を

検
討
し
、
今
回
の
製
品
を
選

択
し
た
。

第
２
回 

４
月 

　
臨
　 

時
　 

会

主
な
提
案

主
な
質
疑

Q
日
本
製
で
は

な
い
の
か

A
想
定
す
る
使
い
方
に

沿
っ
て
い
た

Vol.24聖籠町
 モルック体験
　　練習会の声

質問項目

Q１「聖籠町モルック体験練習会」
の活動から思うことは？

Q２ 町に期待することは？
お届けします！
笑顔で集う
町民の声

小学生からご年配まで、
一緒に楽しめるモルック
を町の生涯スポーツとして
普及したい。

蓮野体育館のグラウンド
や、町役場旧テニスコート
などを利用させてほしい。

1

2

第
３
回 

５
月 

　
臨
　 

時
　 

会

競技自体も、子どもたち、
大人たちとの交流も楽し
みつつ、参加しています。

健康増進や世代間交流、
地域の活性化につながる
モルックの活用を検討して
ほしい。

1

2

当てる楽しさ、戦略を考え
る時間、一投の感動を多
くの人に体験してほしい。

モルックセットの貸し出し
など、町民が気楽に始めら
れる環境を整えてほしい。

1

2

子どもたちにはゲーム感覚
の競技、大人には適度な
運動になる生涯スポーツ
です。

モルックをして子どもも大
人も笑顔になる、そんな
機会、場が増えてほしい。

1

2

（二本松）

おがわ

小川  浩司さん
　　  夏輝さん

なつき

こうじ

（大夫興野）
安尻　学さん
あじり まなぶ

（苔沼） （蓮野）

にのみや あつこ

二宮  敦子さん浅野  ミナさん
あさの みな

議 員 表 決 結 果 報 告議 員 表 決 結 果 報 告
令 和 7 年 4 月 臨 時 会

令和７年４月臨時会提出議案　４件（予算１件、その他１件、承認１件）
令和７年５月臨時会提出議案　１件（その他１件）
令和７年６月定例会提出議案　14件（条例８件、予算５件、その他１件）

議員個々の賛否：賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠　※議長は可否同数時以外、採決に参加できません

令 和 7 年 5 月 臨 時 会 議員個々の賛否：賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠　※議長は可否同数時以外、採決に参加できません

承認第１号・第２号

議案第34号・第35号

提 

出 

者

町 

長

町
長

宮
沢
　光
子

手
嶋
　満

須
貝
　龍
夫

中
村
恵
美
子

田
中
　智
之

青
木
　順

長
谷
川
六
男

宮
沢
さ
や
か

伊
藤
　千
穂

髙
崎
美
由
貴

斎
藤
　豊

栗
原
　博
久

長
谷
川
進
一

川
上
　り
な

－○○○○○○○○○○○○○

採 決 結 果
（賛成：反対）議　案　等

承認（13：0）
－○○○○○○○○○○○○○ 可決（13：0）

－○○○○○○○○○○○○○ 可決（13：0）議案第36号

令 和 7 年 ６ 月 定 例 会 議員個々の賛否：賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠　※議長は可否同数時以外、採決に参加できません

町 

長
－○○○○○○○○○○○○○ 可決（13：0）議案第37号～第45号　議案第47号～第50号

－○

×

○

×××

○○○○○○○ 可決（９：４）議案第46号

財産の取得について
小学生、中学生用のタブレットを購入
令和７年度聖籠町一般会計補正予算（第１
号）
歳入歳出にそれぞれ1485万円を追加
財産の取得について
トイレトレーラーを購入
聖籠町特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の一部を改正する条
例について
投票管理者等がより柔軟に職務に従事するこ
とができるようにするための改正
聖籠町税条例の一部を改正する条例について
地方税法における大学生世代の特定親族特別
控除の創設に伴う条例改正
聖籠町手数料条例の一部を改正する条例につ
いて
制度の廃止により手数料を徴収していた手続
きがなくなったことに伴う改正

議案34

議案35

議案36

議案39

議案40

議案41

聖籠町ひとり親家庭等の医療費助成に関する
条例の一部を改正する条例について
配偶者暴力防止法に基づく保護命令制度の拡
充に伴う条例改正
財産の取得について
小形除雪車の購入
令和７年度聖籠町一般会計補正予算（第２
号）
歳入歳出にそれぞれ4776万9千円を追加
令和７年度聖籠町国民健康保険特別会計補正
予算（第１号）
令和７年度聖籠町介護保険特別会計補正予算
（第１号）
令和７年度聖籠町下水道事業会計補正予算
（第１号）
令和７年度聖籠町水道事業会計補正予算（第
１号）

議案42

議案45

議案46

議案47

議案48

議案49

議案50

45 令和７年８月／151号令和７年８月／151号
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安
全

町道交通危険箇所の解消と検証
町　長 重要案件は公安委員会へ要請

再
考

消防吏員の知見で防災力強化を
町　長 広域消防の協力を仰ぐつもりだ

長谷川進一議員の視点   　　
はせがわ　しんいち

宮沢さやか議員の視点   　　
みやざわ　　　　　  

問
　
町
内
各
所
に
お
い
て
、

交
通
危
険
箇
所
解
消
を
望
む

声
が
あ
る
。
解
消
に
つ
い
て
、

法
令
に
よ
り
公
安
委
員
会
・

警
察
が
所
管
す
る
も
の
も
あ

る
。
町
か
ら
公
安
委
員
会
へ

の
要
請
件
数
は
何
件
か
。

町
長
　
各
集
落
区
長
等
か
ら

の
要
望
は
、
町
で
調
査
を
行

い
信
号
機
等
の
設
置
や
交
通

規
制
等
を
要
望
し
て
い
る
。

令
和
２
年
か
ら
６
年
ま
で
で

39
件
。
こ
の
う
ち
、
押
し
ボ

タ
ン
信
号
機
他
５
件
が
採
択

さ
れ
て
い
る
。

問
　
区
長
等
か
ら
の
要
望
を

公
安
委
員
会
へ
要
請
し
た
場

合
、
そ
の
結
果
を
文
書
回
答

等
で
行
っ
て
い
る
の
か
。

生
活
環
境
課
長
　
関
係
者
へ

の
文
書
回
答
は
、
今
ま
で
し

て
い
な
い
。
窓
口
に
来
た
時
、

口
頭
で
説
明
し
て
い
る
。

問
　
町
道
交
差
点
で
、
特
に

大
き
い
事
故
例
が
２
カ
所
あ

る
。
一
つ
は
、
瑞
穂
農
園
脇

か
ら
蓮
潟
本
村
下
通
へ
向
か

う
箇
所
と
甚
平
橋
の
お
宮
様

付
近
の
交
差
点
だ
。
信
号
機

等
の
設
置
と
道
路
構
造
の
検

証
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
こ
の
２
カ
所
の
信
号

機
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

今
後
も
引
き
続
き
、
警
察
等

と
連
携
し
各
種
啓
発
を
図
り

な
が
ら
交
通
安
全
意
識
の
醸

成
に
務
め
て
い
く
。

問

問
　
消
防
団
を
取
り
巻
く
社

会
情
勢
は
変
化
し
て
い
る
。

団
の
運
営
や
操
法
大
会
の
在

り
方
を
含
め
団
員
の
意
見
を

聞
き
、
検
討
す
べ
き
で
は
。

町
長
　
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
消
防
団
と
協
議
す
る
。

問
　
地
域
部
活
動
を
支
え
る

基
盤
と
し
て
、
町
独
自
の
指

導
者
バ
ン
ク
の
よ
う
な
仕
組

み
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
地
域
人
材
が
少
な

い
中
で
、
登
録
者
の
確
保
は

難
し
い
。
そ
れ
よ
り
も
地
域

指
導
者
の
後
継
者
育
成
に
向

け
た
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

と
の
連
携
を
交
流
・
関
係
人

口
の
増
に
ど
う
つ
な
げ
る
の

か
。

町
長
　
ま
ず
は
町
民
に
と
っ

て
身
近
で
愛
着
の
あ
る
ア
ル

ビ
レ
ッ
ジ
を
目
指
す
。
ま
た

聖
籠
町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
も

検
討
で
き
な
い
か
、
協
議
を

し
て
い
き
た
い
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
追
加
で
き
な
い
か
。

町
長
　
体
験
型
の
返
礼
品
を

追
加
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

問
　
返
礼
品
と
し
て
サ
イ
ン

入
り
練
習
着
も
検
討
し
て
は
。

町
長
　
総
務
省
に
確
認
し
、

可
能
で
あ
れ
ば
協
議
し
た
い
。

問問 地
域
部
活
動
の

指
導
者
確
保
を

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
た

地
域
振
興
を

問

問 問

町 

長

町 

長
問 町 

長
町 

長

町 

長

町 

長

問生
活
環
境
課
長

教
育
長

早期に信号機設置が望まれる交差点

学校から地域へ　部活動は新たな形に

※

備
え

消防操法大会のための訓練か
町　長 技術の習得のための操法大会

支
援

子どもを産みやすい町づくりを
町　長 国の動向を注視し 町独自で検討

※AIチャットボット…人工知能（AI）を活用して人間と自然な会話形式でコミュニケーションを行うプログラムのこと。

栗原博久議員の視点   　　
くりはら　ひろひさ

伊藤千穂議員の視点   　　
いとう　ちほ

問
　
消
防
団
で
現
在
行
っ
て

い
る
訓
練
は
、
い
つ
か
ら
ど

の
よ
う
な
内
容
で
行
っ
て
い

る
か
。
ま
た
有
事
の
際
、
訓

練
内
容
が
十
分
に
生
か
さ
れ

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
。

町
長
　
発
足
以
来
、
消
防
活

動
に
必
要
な
基
本
動
作
な
ど

の
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し

た
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
を
行
い
、

秋
に
は
、
実
践
放
水
訓
練
で

あ
る
機
関
員
講
習
会
を
開
催

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
、
有
事
の
際
に
は

十
分
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と

考
え
る
。

問
　
操
法
大
会
は
70
年
以
上

前
か
ら
続
く
も
の
で
、
現
在

の
火
災
戦
術
に
対
応
し
て
い

な
い
。
今
の
世
の
中
に
合
っ

た
訓
練
が
必
要
だ
が
、
見
直

す
考
え
は
あ
る
か
。

町
長
　
幹
部
は
常
に
、
団
員

の
状
況
や
他
の
町
村
の
や
り

方
を
情
報
と
し
て
入
れ
て
い

る
。
町
に
合
っ
た
訓
練
の
仕

方
は
当
然
考
え
て
い
る
。

問
　
日
本
語
を
話
す
こ
と
が

困
難
な
外
国
人
に
、
窓
口
で

多
言
語
翻
訳
機
能
や
Ａ
Ｉ

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
使
っ
た

対
応
は
で
き
な
い
か
。

町
長
　
今
、
町
で
は
Ａ
Ｉ
の

活
用
を
試
験
的
に
や
っ
て
い

る
。
こ
れ
が
業
務
で
使
え
る

か
は
、
こ
れ
か
ら
の
検
討
で

あ
る
。

問

問
　
西
脇
町
政
の
子
育
て
政

策
は
効
果
が
見
ら
れ
る
が
、

女
性
は
出
産
で
多
額
の
費
用

を
必
要
と
し
、
妊
娠
を
た
め

ら
う
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
な

る
町
独
自
の
妊
婦
へ
の
支
援

は
で
き
な
い
か
。

町
長
　
国
は
先
の
改
正
で
子

育
て
充
実
を
図
っ
た
が
、
町

独
自
で
第
３
子
ま
で
５
万
円
、

第
４
子
か
ら
10
万
円
の
誕
生

祝
金
支
給
を
行
い
、
結
果
と

し
て
妊
婦
へ
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

問
　
コ
メ
不
足
の
中
で
、
消

費
者
価
格
の
高
騰
は
農
家
に

は
還
元
さ
れ
て
お
ら
ず
、
生

産
意
欲
に
不
安
を
抱
い
て
い

る
。
土
地
改
良
費
軽
減
、
ビ

ニ
ー
ル
水
田
復
旧
助
成
な
ど

で
町
独
自
の
支
援
は
で
き
な

い
か
。

町
長
　
国
農
政
の
動
き
を
注

視
し
、
町
独
自
の
支
援
策
を

検
討
す
る
。

問
　
町
発
展
の
た
め
に
、
東

港
周
辺
に
お
け
る
新
幹
線
駅

の
誘
致
、
高
速
道
路
利
用
料

金
の
割
引
、
佐
々
木
駅
へ
の

ア
ク
セ
ス
の
改
善
な
ど
で
、

町
長
と
し
て
努
力
し
て
ほ
し

い
。

町
長
　
東
港
発
展
を
図
る
べ

く
、
交
通
、
通
勤
対
策
に
も

全
力
で
取
り
組
み
た
い
。

問

問

問

問 外
国
人
へ
の
窓
口

対
応
の
効
率
化
は

町 

長

町 

長

町 

長
町 
長

町 

長

町 

長

問

誰もが利用しやすい窓口に

産みやすく育てやすい町に
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情
報

なぜ見られなくなった 町の情報
町　長 既存の情報を整理した

国
保

国保均等割なくし助成を
町　長 実施は難しい

※PFAS…有機フッ素化合物の総称。分解されにくい人工化学物質。

中村恵美子議員の視点   　　
なかむら　えみこ

田中智之議員の視点   　　
たなか　ともゆき

問
　
町
民
か
ら
「
ネ
ッ
ト
で

町
の
情
報
を
調
べ
た
ら
、
以

前
は
見
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
が
見

ら
れ
な
い
」
と
苦
情
を
受
け

た
。
検
索
す
る
と
「
見
つ
か

ら
な
い
」
と
表
示
さ
れ
閲
覧

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
情
報
公
開
は
自
治
体
が
能

動
的
、
政
策
的
に
行
う
も
の

で
、
町
が
公
開
・
公
表
で
き

る
情
報
だ
け
が
提
供
さ
れ
る

可
能
性
が
危
惧
さ
れ
る
。
情

報
制
限
さ
れ
た
原
因
は
何
か
。

町
長
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

今
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
必
要

と
さ
れ
る
情
報
を
掲
載
し
て

い
る
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合

わ
せ
情
報
の
整
理
を
行
っ
た

た
め
、
一
部
の
過
去
の
情
報

が
閲
覧
で
き
な
く
な
っ
た
。

問
　
ハ
ル
ビ
ン
市
と
の
交
流

再
開
を
町
民
が
望
ん
で
い
る

の
か
疑
問
だ
。
ま
た
町
の
あ

る
教
育
関
係
者
は
「
ハ
ル
ビ

ン
に
派
遣
さ
れ
た
ら
」
と
聞

く
と
「
あ
ま
り
行
き
た
く
は

な
い
が
」
と
言
葉
を
濁
し
た
。

現
在
の
対
中
意
識
、
コ
ロ
ナ

の
拡
大
、
派
遣
さ
れ
る
職
員

の
心
情
を
勘
案
す
る
と
、
今

年
行
く
必
要
は
な
い
の
で
は
。

町
長
　
町
政
施
行
20
周
年
時

の
ハ
ル
ビ
ン
市
教
育
委
員
会

と
の
協
定
書
や
学
校
間
の
覚

書
の
重
み
を
考
え
る
と
、
再

開
を
一
方
的
に
断
る
大
義
は

あ
る
の
か
。
難
し
い
課
題
だ
。

問

町 

長

町 

長

問

問
　
国
民
健
康
保
険
の
均
等

割･

平
等
割
が
国
保
税
を
高

く
し
て
い
る
。
協
会
け
ん
ぽ

や
社
会
保
険
で
は
、
子
ど
も

が
産
ま
れ
て
も
、
給
料
か
ら

引
か
れ
る
額
は
変
わ
ら
な
い
。

し
か
し
、
国
民
健
康
保
険
は

子
ど
も
が
産
ま
れ
た
ら
、
均

等
割
が
か
か
り
国
保
税
が
高

く
な
る
。
国
民
健
康
保
険
の

均
等
割
を
な
く
せ
な
い
か
。

町
長
　
均
等
割
を
な
く
す
こ

と
も
可
能
と
思
わ
れ
る
が
、

応
能･

応
益
の
２
本
立
て
に

よ
り
算
定
す
る
国
保
税
の
原

則
を
大
幅
に
崩
す
よ
う
な
、

偏
っ
た
構
成
割
合
は
、
違
法

性
が
強
い
と
さ
れ
て
い
る
の

で
難
し
い
。

問
　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
発
が
ん
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
新
潟

県
で
は
半
導
体
製
造
工
場
が

小
千
谷
市
に
２
社
、
糸
魚
川

市
４
社
、
五
泉
市
、
妙
高
市
、

聖
籠
町
に
１
社
あ
る
。
町
は
、

飲
み
水
・
工
場
排
水
の
水
質

調
査
を
し
て
い
る
か
。

町
長
　
水
質
測
定
結
果
は
、

１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
５
ナ
ノ

グ
ラ
ム
未
満
で
あ
り
、
町
の

上
水
道
は
安
心
し
て
ご
利
用

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
工
場

排
水
に
つ
い
て
は
、Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
を
使
用
し
て
い
る
企
業
の

把
握
を
行
い
、
国
の
基
準
見

直
し
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
公
害
防
止
協
定
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問問 Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

水
質
調
査
を

町 

長

町 

長

ハ
ル
ビ
ン
市
と
の

交
流
は
必
要
か

せめて子どもたちの均等割をなくして

これが消えたページ。町民の知る権利は。

※

ピ
ー
フ
ァ
ス

遊
び
場

整備費７億円の財源どうする
町　長 地方債による借金をする

変
革

町の政策 教科センター方式
町　長 教科センター方式を検証

斎藤 豊 議員の視点   　　
さいとう　ゆたか

長谷川六男議員の視点   　　
はせがわ　むつお

問
　
３
月
議
会
の
教
育
長
の

答
弁
で
「
学
級
崩
壊
が
ネ
ッ

ク
で
あ
っ
た
」
と
あ
っ
た
。

学
級
崩
壊
に
陥
っ
た
具
体
的

な
原
因
は
な
に
か
。

教
育
長
　
就
学
前
の
教
育
と

の
連
携
・
協
力
不
足
、
特
別

な
教
育
的
配
慮
や
支
援
不
足
、

学
級
担
任
の
指
導
力
不
足
や

学
校
の
対
応
の
問
題
、
学
校

と
家
庭
な
ど
と
の
対
話
不
足
、

家
庭
の
ル
ー
ル
と
学
校
の

ル
ー
ル
と
の
ず
れ
、
社
会
環

境
や
家
庭
環
境
の
急
激
な
変

化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
な
ど
に
よ
る

精
神
的
ス
ト
レ
ス
や
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
複
合

的
な
要
因
が
積
み
重
な
っ
て

起
こ
る
。

問
　
コ
ロ
ナ
が
２
類
か
ら
５

類
に
移
行
し
て
い
る
現
在
、

町
の
政
策
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
教
科
セ
ン
タ
ー

方
式
に
な
ぜ
戻
さ
な
い
の
か
。

町
長
　
統
合
中
学
校
を
建
設

す
る
に
あ
た
り
、
多
く
の
住

民
や
関
係
者
が
関
わ
り
、
議

論
さ
れ
、
最
終
的
に
は
町
の

政
策
と
し
て
導
入
し
た
も
の

と
認
識
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
教
科
セ
ン
タ
ー
方
式

を
休
止
し
て
き
た
期
間
が
長

く
な
り
、
今
の
学
級
単
位
の

学
習
に
生
徒
も
教
員
も
慣
れ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
教

科
セ
ン
タ
ー
方
式
に
戻
す
こ

と
を
考
え
る
前
に
、
い
ま
一

度
教
科
セ
ン
タ
ー
方
式
に
つ

い
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

総
合
教
育
会
議
の
場
で
協
議

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
　
屋
内
遊
び
場
を
整
備
し

よ
う
と
思
っ
た
根
拠
は
。

町
長
　
子
育
て
環
境
の
向
上

に
つ
な
が
る
と
考
え
た
。

問
　
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

ど
の
程
度
効
果
が
生
ま
れ
る

の
か
。

町
長
　
子
育
て
環
境
へ
の
満

足
度
も
高
ま
り
、
減
少
率
を

さ
ら
に
緩
や
か
に
す
る
効
果
。

問
　
１
日
平
均
何
人
く
ら
い

の
利
用
者
を
見
込
ん
で
い
る

か
。

町
長
　
休
館
日
を
考
慮
し
て

１
４
０
人
程
度
に
な
る
。

問
　
町
外
の
誰
で
も
利
用
で

き
る
の
か
。

町
長
　
利
用
は
制
限
し
な
い
。

問
　
町
の
財
政
状
況
が
圧
迫

す
る
中
、
財
源
は
ど
う
す
る
。

町
長
　
地
方
債
に
よ
る
借
り

入
れ
を
す
る
。

問
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
を
ど
う
捉
え
て
い
る
。

町
長
　
回
答
率
が
42・
９
％

で
、
若
い
世
代
を
中
心
と
し

て
は
高
い
回
答
率
と
な
っ
た
。

問
　
町
民
会
館
の
元
の
図
書

館
な
ど
を
利
用
す
る
考
え
は
。

町
長
　
議
論
は
さ
れ
た
。

問
　
災
害
時
に
避
難
所
と
し

て
使
用
で
き
る
の
か
。
設
備

を
備
え
ら
れ
て
い
る
か
。

町
長
　
避
難
所
指
定
の
検
討

と
併
せ
、
災
害
備
蓄
品
の
運

び
入
れ
も
検
討
し
た
い
。

問
　
屋
内
遊
び
場
整
備
と
、

指
定
避
難
所
体
育
館
の
空
調

設
備
の
優
先
順
位
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

町
長
　
い
ず
れ
も
重
要
な
設

備
の
整
備
で
あ
り
、
優
先
度

は
と
も
に
高
い
と
考
え
る
。

問問問町 

長
町 

長
問町 

長
町 

長
町 

長

問町 

長

問問

問 町 

長
町 
長

問 町 

長

問

町 

長

教
育
長

問

町民会館旧図書館を遊び場に有効活用を

教科センター方式を掲げ、学級単位の教育を
行っている聖籠中学校
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　本町と友好協定都市を結ぶ川越町議会とリ
モートによる意見交換を行いました。
　議会運営関連では、「予算・決算委員会の
運営方法」「町民と議会との交流と対象選
定」「各委員会の視察先選定」「一般質問の
議員間調整」など、多岐に渡って闊達な意見
交換ができ、学びの多い時間となりました。
　また、両町間での人的交流についても、方
向性を見出すことができたと思います。

　議会運営委員会とは、「議会を円滑に運営
するために設置される委員会」です。川越町
では少なくとも月に１度は議会協議会が開催
され、議員間での協議が行われています。本
町においても、議会が一体となって取り組め
るよう、こうした仕組みの導入を進めていけ
ればと感じました。

（文責　宮沢 さやか）

　寒川町では、令和４年度から消防団の機能
強化に伴い新たな教育を開始するため、消防
吏員が出向で加わり消防団の環境整備を推進
していました。
　全団員対象に無記名によるアンケート調査
を実施し、消防団員の声を集め、それらを実
際の訓練に反映させていることが、団員個々
の士気の高揚につながっていると感じました。
また、より実践的な活動ができるように消防

操法を見直して、２年間のカリキュラムで訓
練を行っており、操法大会のための訓練では
ない訓練を行っていると実感しました。
　当町においても町の安心安全のため、より
実践的な消防団活動および消防訓練が求めら
れると思います。

（文責　伊藤 千穂）

消防団のなり手不足解消の一助に総務文教常任委員会

両町議会の意見交換で再確認

【期　　日】５月23日
【視 察 先】三重県川越町（リモート交流）
【視察事項】
　・議会運営委員会の取り組み
　・今後の交流事業に関する意見交換

議会運営委員会

【期　　日】５月14日
【視 察 先】神奈川県寒川町
【視察事項】
・なり手不足解消に向けた対策
・有事の際の行動と連絡手段

委員会レポート委員会レポート見て 聞いて
　 話し合った

消
防
団

消防操法大会は改善すべき
町　長 否定的な意見は聞いていない

展
望

水道料金の値上げは
町　長 当面の間 料金改定はない

手 嶋 満 議員の視点   　　
てじま　みつる

青 木 順 議員の視点   　　
あおき　じゅん

問
　
消
防
団
の
な
り
手
不
足

解
消
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
か
。

町
長
　
報
酬
や
出
動
手
当
な

ど
を
改
善
し
、
団
員
の
確
保

に
努
め
て
い
る
。
令
和
７
年

は
10
人
の
退
団
者
に
対
し
、

入
団
者
は
６
人
だ
。

問
　
有
事
の
際
の
連
絡
方
法

と
し
て
、
現
在
は
町
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
連
絡
方
法
だ

が
、
現
状
の
ま
ま
で
良
い
の

か
。

町
長
　
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

の
通
知
の
ほ
か
、
副
分
団
長

以
上
の
幹
部
に
は
個
別
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
通
知
を
行
っ
た
が
、

出
動
し
た
班
ま
で
伝
達
さ
れ

ず
、
場
所
が
分
か
ら
な
い
と

い
う
事
態
も
生
じ
た
た
め
副

分
団
長
以
上
の
幹
部
と
連
絡

方
法
に
つ
い
て
再
確
認
し
た

と
こ
ろ
だ
。

問
　
操
法
大
会
に
つ
い
て
さ

ま
ざ
ま
な
声
を
聞
い
て
い
る
。

町
消
防
団
は
去
年
の
県
大
会
、

全
国
大
会
で
は
素
晴
ら
し
い

活
躍
を
み
せ
た
。
し
か
し
多

額
の
経
費
も
か
か
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
程
度
経
費
が

か
か
り
、
費
用
対
効
果
は
ど

う
検
証
し
て
い
る
か
。

町
長
　
町
民
の
安
心
・
安
全

を
確
保
す
る
上
で
、
費
用
対

効
果
と
し
て
は
か
れ
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　
操
法
大
会
に
か
か
る
経
費

だ
が
、
令
和
６
年
度
は
町
大

会
で
約
95
万
円
、
地
区
支
会

で
約
４
２
９
万
円
、
県
大
会

で
約
３
７
３
万
円
、
全
国
大

会
で
約
５
３
３
万
円
で
あ
る
。

問

問
　
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
で
、

財
政
収
支
計
画
目
標
を
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
継
続
し
た
利

益
が
創
出
さ
れ
る
の
か
。

町
長
　
財
政
健
全
化
目
標
の

達
成
お
よ
び
補
助
金
の
有
効

活
用
、
料
金
水
準
の
適
正
化

が
必
要
で
あ
る
。

問
　
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
で
、

「
料
金
回
収
率
は
１
０
０
％

以
上
を
確
保
す
る
」
と
あ
る

が
、
水
道
料
金
は
ど
の
程
度

上
昇
す
る
か
。

町
長
　
料
金
回
収
率
を
向
上

す
る
た
め
に
は
、
給
水
原
価

の
引
き
下
げ
や
供
給
単
価
の

引
き
上
げ
等
が
必
要
と
な
る
。

将
来
的
に
は
料
金
改
定
が
必

要
な
見
通
し
で
あ
る
。

問
　
下
水
道
事
業
で
、
将
来

的
な
管
路
更
新
計
画
は
行
っ

て
い
る
か
。
ま
た
、
更
新
ま

で
の
間
に
準
備
す
べ
き
こ
と

は
な
に
か
。

町
長
　
大
規
模
災
害
等
も
想

定
し
、
更
新
に
備
え
た
準
備

は
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め

に
更
新
の
財
源
で
あ
る
内
部

留
保
資
金
の
確
保
や
技
術
継

承
、
工
事
監
督
者
等
の
人
材

育
成
が
必
要
と
考
え
る
。

問
　
下
水
道
事
業
で
、
公
営

企
業
と
し
て
の
収
支
は
現
況

の
ま
ま
で
よ
い
か
。
ま
た
、

受
益
者
負
担
を
増
加
す
る
こ

と
で
改
善
す
る
か
。

町
長
　
負
担
増
よ
り
ま
ず
は
、

一
般
会
計
の
負
担
金
に
よ
り

適
切
な
施
設
の
維
持
管
理
、

安
定
し
た
下
水
道
サ
ー
ビ
ス

お
よ
び
持
続
的
な
経
営
に
努

め
る
。

問

問

問問

問

町 

長

町 

長

町 

長
問町 

長

町 

長

町 

長

町 

長

より実践的な訓練で防災力向上を

安全・安心な上下水道事業の継続を
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ポ
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議会トップページは
こちらから

～ Welcome to Seiro ～
「ようこそ聖籠へ！」では、他市町村出身で、

現在聖籠町にお住まいのご家族にインタビューをします。

遠藤　良介さん
（藤寄）

えんどう りょうすけ

★表紙の写真★

毎日を笑顔で

次回の定例会は、9月10日㈬開催予定です。

　今
回
の
６
月
定
例
会
で
は
、
10
人
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
、
そ
の
う
ち
３
人
が
消

防
団
に
関
す
る
質
疑
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

消

防
団
は
火
災
の
消
火
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、

地
震
、
台
風
、
水
害
な
ど
自
然
災
害
時
に
お

い
て
も
、
現
場
に
急
行
し
、
迅
速
な
対
応
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　過
去
の
大
き
な
災
害
を
振
り
返
る
と
、
昭

和
39
年
の
新
潟
地
震
、
昭
和
41
年
・
42
年
の

加
治
川
水
害
、
新
発
田
川
放
水
路
が
通
水
す

る
以
前
の
破
堤
へ
の
対
応
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　近
年
は
、
異
常
気
象
と
も
思
わ
れ
る
ゲ
リ

ラ
豪
雨
や
暴
風
雨
、
短
時
間
で
の
大
雪
、
そ

し
て
突
然
発
生
す
る
大
地
震
へ
の
備
え
が
ま

す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
と
し
て

も
、
避
難
所
へ
の
防
災
備
品
の
備
蓄
や
、
ト

イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
購
入
な
ど
公
的
支
援
の

充
実
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
個
々
人
に
よ

る
自
助
も
大
切
で
す
。
非
常
持
出
品
の
点
検

や
整
理
な
ど
、
日
頃
か
ら
備
え
を
心
掛
け
た

い
も
の
で
す
。

　毎
年
６
月
16
日
に
な
る
と
、
小
学
生
の
と

き
に
体
験
し
た
新
潟
地
震
の
恐
怖
が
よ
み
が

え
り
ま
す
。 

消
防
団
活
動
に
従
事
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ま
の
日
頃
の
ご
尽
力
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
災
害
が
発
生
し
な
い

こ
と
を
願
い
つ
つ
も
、
最
悪
の
事
態
を
想
定

し
た
訓
練
と
心
構
え
が
最
も
重
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　
　

副
委
員
長
　斎
藤
　豊

　今
回
は
、
藤
寄
集
落
の
遠

藤
さ
ん
ご
家
族
で
す
。

　家
族
構
成
を
教
え
て
く
だ

　さ
い
。

　私
と
妻
、
１
歳
の
娘
、
そ

し
て
妻
の
両
親
と
祖
父
母
、

猫
１
匹
の
大
家
族
で
す
。

　出
身
地
と
聖
籠
町
在
住
年

　数
は
？
　
　

　新
発
田
市
出
身
で
す
が
、

以
前
に
５
年
ほ
ど
聖
籠
町
に

住
ん
で
い
ま
し
た
。
妻
の
実

家
を
二
世
帯
に
リ
フ
ォ
ー
ム

し
、６
月
に
７
年
ぶ
り
に
戻
っ

て
来
ま
し
た
。

　町
の
良
い
と
こ
ろ
（
好
き

　な
と
こ
ろ
）
を
教
え
て
く

　だ
さ
い
。

　人
が
優
し
く
温
か
い
と
こ

ろ
で
す
。
あ
と
、
釣
り
が
趣

味
な
の
で
、
海
釣
り
が
で
き

る
と
こ
ろ
も
で
す
。

　ど
ん
な
町
に

な
っ
て
ほ
し
い
で

す
か
。

　子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る

町
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
よ
り
子
ど

も
を
育
て
や
す
い

町
、
子
ど
も
に
い

ろ
ん
な
経
験
を
さ

せ
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
町

で
あ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

　ど
ん
な
子
ど
も
に
育
っ
て

　ほ
し
い
で
す
か
？

　自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
周
り
の
人
に
も
思

い
や
り
を
持
て
る
子
に
育
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
娘

の
存
在
、
笑
顔
が
私
た
ち
家

族
や
周
り
の
人
を
笑
顔
に
し

て
く
れ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ

ず
に
い
て
ほ
し
い
で
す
。

　ご
家
族
の
夢
を
教
え
て
く

　だ
さ
い
。

　特
別
な
事
が
な
く
て
も
、

毎
日
を
笑
顔
で
過
ご
し
て
い

き
た
い
で
す
。
何
気
な
い
日

常
の
中
で「
あ
り
が
と
う
」「
お

い
し
い
ね
」「
た
の
し
い
ね
」

な
ど
と
言
い
合
え
る
、
当
た

り
前
を
大
切
に
し
な
が
ら
幸

せ
を
感
じ
ら
れ
る
家
族
で
あ

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本会議を
聴くことが
できます

①FM 放送
エフエムしばた 76.9MHz
②インターネットサイマルラジオ
右の２次元コードから
聴くことができます。

「大きく育て 夏野菜！」
（猛暑にめげず散水作業）
　夏の暑さに負けず、畑仕事に
励んでいました。            

（７月４日）
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